
滋賀新堀ギター音楽院の合言葉は”みんなで市民ギターオーケストラに参加しよう！”
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11月の予定 12月の予定

　

そ
れ
ゆ
け 

市
民

 

ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

市
民
オ
ケ
、
バ
ス
ギ
タ
ー
の
藤
田

で
す
。
昨
年
８
月
末
に
、
腰
椎
狭
窄

症
の
手
術
を
し
、
７
月
か
ら
約
１
０

ケ
月
休
ま
し
て
貰
い
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
復
帰
し
て
、
早
速
６

月
の
発
表
会
で
、
市
民
オ
ケ
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
３
０
０
人
の
大
合
奏
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
感
謝
、
感
謝
で

す
。

　

こ
れ
で
、
囲
碁
、
仕
事
、
ギ
タ
ー

と
復
帰
し
、
体
力
不
足
で
す
が
、
か

な
り
、
旧
日
常
に
近
づ
き
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
と
パ
チ
ン
コ
は
止
め
た
の
で
、

手
持
無
沙
汰
で
、
大
昔
買
っ
た
「
聞

き
流
し
英
語
」
を
７
月
か
ら
始
め
ま

し
た
。
作
者
は
、
か
の
有
名
な
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
作
家
シ
ド
ニ
イ
・
シ
ェ
ル

ダ
ン
氏
で
す
。
初
級
編
は
「
家
出
雨

だ
れ
ド
リ
ッ
ピ
ー
の
冒
険
」
、
中
級

編
は
「
チ
ェ
イ
ス
（
追
跡
）
」
、
上

級
編
は
「
マ
ス
タ
ー
オ
ブ
ゲ
ー
ム

（
ゲ
ー
ム
の
達
人
）
」
で
各
１
２
枚

Ｃ
Ｄ
の
３
部
作
で
す
。
大
昔
は
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
「
聞
き
流
し
」
は
上
手
に
な
り

ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
車
で
英
語
の

Ｃ
Ｄ
を
点
け
っ
放
し
で
も
、
平
気
で

す
。

　

来
年
は
「
謹
賀
新
年
」
を
や
め
て

「
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
」

で
行
こ
う
か
な
？
（
藤
田
淳
二
）

　
全
日
本
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
「合
奏
、

一
般
部
門
」の
審
査
を
終
え
て

去
る
十
月
六
日
（
日
）
藤
沢
市
民
会

館
で
行
わ
れ
た
表
記
の
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
を
し
て
来
ま
し
た
。
二
十
数

年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
で
五
十

四
回
目
。
当
初
は
「
全
日
本
ギ
タ
ー

合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
名
称
で
、
ギ

タ
ー
合
奏
の
普
及
を
目
指
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ギ
タ
ー
合
奏
は
教

育
的
に
も
音
楽
的
に
も
価
値
が
あ
る

と
、
音
楽
教
育
界
の
重
鎮
、
花
村
大

先
生
や
作
曲
家
の
大
御
所
、
渡
辺
浦

人
先
生
ら
が
大
き
な
力
で
後
押
し
し
、

日
本
教
育
ギ
タ
ー
連
盟
各
地
域
の
先

生
方
が
情
熱
を
持
っ
て
ギ
タ
ー
合
奏

団
の
育
成
に
取
り
組
み
、
出
場
団
体

が
増
加
し
、
ギ
タ
ー
合
奏
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
は
最
大
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
初
期
の
頃
は
群
馬
の
石
原
ギ
タ

ー
合
奏
団
、
富
山
の
浜
田
ギ
タ
ー
合

奏
団
、
京
都
福
知
山
の
田
原
ギ
タ
ー

合
奏
団
等
各
地
に
素
晴
ら
し
い
合
奏

団
が
誕
生
し
、
常
に
上
位
を
争
っ
て　

い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
我
が
滋

賀
市
民
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
第

三
十
八
回
に
参
加
し
、
プ
レ
ラ
大
賞

(

実
質
第
二
位)

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
十

九
団
体
が
出
場
し
ま
し
た
。
意
外
だ
っ

た
の
は
三
十
名
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ

が
一
団
体
。
後
は
み
な
十
数
名
～
二　

十
数
名
の
合
奏
団
で
し
た
。
夫
々
が

課
題
曲
と
自
由
曲
の
２
曲
を
演
奏
。

「アルハンブラの想い出」「ラグリマ」「カプリチオアラベ」等々、ギター愛好
者以外にも知られている名曲を生み出したフランシスコ・タルレガは1852年11月
21日、スペインのバレンシア州・カスティリョンに生まれました。幼くしてピア
ノを習い始めましたが、まもなくギターへの興味が勝り、10歳にして街のカフェ
でギターを弾いてはチップを貰って下宿生活をするというようなこともありまし
たが、やがて有力な後援者が現れ、マドリッドの音楽院で学ぶ機会を得ました。
彼の奏法は姿勢から現代に近く、現代奏法の父とも呼ばれています。
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一
番
驚
い
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
合
奏

団
が
衣
裳
に
工
夫
を
し
、
課
題
・
自
由

そ
れ
ぞ
れ
で
も
変
化
を
つ
け
て
い
る
点
。

あ
る
団
は
ス
テ
ー
ジ
背
景
に
大
き
な
吊

り
も
の
を
設
置
し
た
り
、
藤
沢
の
市
民

オ
ケ
は
「
ね
ぶ
た
祭
り
」
を
演
奏
す
る

際
に
大
き
な
ね
ぶ
た
の
絵
を
置
き
、
途

中
十
数
人
の
子
供
た
ち
が
舞
台
上
で
踊

る
等
、
も
は
や
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
え
ど

も
演
出
を
徹
底
研
究
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
良
い
こ
と
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
演
出
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
ら
れ
た
の
か
、
肝
心
の
音
そ
の
も

の
表
現
が
乏
し
い
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

し
た
。
音
を
聴
か
せ
、
そ
の
上
で
の
演

出
で
合
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
サ
ウ
ン
ド
の
美
し
さ
と
表
現
が

活
き
活
き
し
て
い
る
か
、
の
観
点
で
審

査
を
し
ま
し
た
。
同
じ
く
ら
い
の
人
数

で
も
タ
ッ
チ
と
呼
吸
法
で
驚
く
ほ
ど
の

音
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

心
に
響
い
て
く
る
グ
ル
ー
プ
の
表
現
は

必
ず
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
が
上
手
く
い
っ

て
い
る
こ
と
も
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
審
査
で
し
た
が
、
大
変

楽
し
く
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
終
了

後
、
新
堀
先
生
と
他
の
審
査
の
先
生
や

関
係
者
と
小
さ
な
料
理
屋
で
感
想
を
言

い
合
い
な
が
ら
懇
談
し
、
更
に
至
福
の

時
を
味
わ
い
ま
し
た
。

岐
阜
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
演

　

本
年
度
の
中
部
関
西
ギ
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
金
賞
受
賞
の
岐
阜
ギ
タ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
に
出
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

最
後
は
我
が
市
民
オ
ケ
と
合
同
で
演
奏

出
来
た
ら
、
楽
し
い
で
し
ょ
う
ね
。

滋賀市民ギターオーケストラ　11/9、23～滋賀県婦人会館

ギターアンサンブル湖風　　11/2，16～教室 
ふなっこ合奏団　11/11，25　14:00～　教室

あゆっこ合奏団　11/11，25　15:30～　教室

〈今後の予定〉

12/14(土)…新堀ギタークリスマスコンサート　

　　　　　　14：00開演　　於、文芸セミナリヨ

　　　
　　　

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29

30 31

網掛けの日はお休みです。黄色は時間を注意。

◎第5週目は基本的にレッスンはありません。


